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環境プラス ミ ドが保持する 多重型安定分配機構の解析
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　プラス ミ ドは細胞内で染色体とは独立 して 複製 し安定的 に娘細胞 へ と分配され る。こ れ ま で に報告され

て い る プラス ミ ド安定分配シ ス テ ム は 二 つ に 大別 され、
一

つ は二 つ の タン パ ク質 を コ
ードする遺伝 子 と

一
つ の セ ン トロ メア領域から構成される trans−cis複合分配シ ス テム 、 も う

一
つ は プラス ミ ド上の 非 コ ード

DNA 領域 の み に依存 す るc’s分配 システ ム であ る。我々は、環境汚染物質分解能 に優 れた Sρhingobium　amiense

および Sρhingobium　yanoikuyaeか ら、それ ぞれ pAM 　I−1およびpYAN −1を分離同定 した。プラス ミ ドを持たない

Novosρhingobium　caρsulatumを宿主 と した とき、　 pAM 【−1ではStbとい う
一

つ の タ ン パ ク質 と
一

つ の セ ン ト ロ メ ア

領域の み が安定分配に関与 す る こ とが示唆された。こ の タン パ ク質は pYAN −1で も高く保存 されて おり、〜．

capsutatum 内で は同じ機 構が安定分配に 関与 して い る こ とが推察された。また、大腸菌を宿 主と した場合、

pYAN −1上に存在する非 コ
ードDNA 領域が大腸菌プラス ミ ドpSCIOI の安定性に 関与する こ とが判明 した 。 本

研究で見出 した pYAN −1 の非 コ
ードDNA 配列はpSC101 の ρar　site とは全 く相同性も見られず 、 また同部位へ の

DNA 　gyraseの結合も観察されなか っ た。以上 の こ とか ら 、
　 pYAN −1は 、 ス フ ィ ン ゴ モ ナ ス属細菌及び大腸菌内

で 機 能 しうる別個の プラ ス ミ ド安定分配シ ス テ ム を保持 して い る こ とが明らかに なり、環境 プラス ミ ドが異

な る宿主内でも維持 しうるため の 多重型安定分配機構の 存在が 明らか にな っ た。
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新規Eiusimicrobia門細胞内共生細菌の ドラフ トゲノム 配列取得と比較解析
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　ゲノ ム の 縮小進化は細胞内共生 細菌の最大 の特徴の
一

つ である 。 ゲノ ム縮小進化過程 の 詳細を明 ら か に す

る に は 、 近縁種で あ りなが ら異な る ゲ ノ ム縮小段階に あ る 細胞 内共生体間 で の 比較ゲノム 解析が望ま し い。

　本研 究で 扱うEtus’microb ’a門 （TG 　1門）細菌は難培養性の 真正細菌の
一群で あ り、多様な環境に生息 して い

るが、特に シ ロ ア リ腸 内に豊富に存在する。シ ロ ア リ腸内に お い て Elusimicrob’a門細菌は、自由生活型も存在

するもの の、多くの種が腸内原 生生物に細胞共生して い る。

　近年、シ ロ ア リ腸内原生生物 Trichonytnpha　agilisの細胞内に共生するE’usimicrob ’a門未培養細菌種 Rs−D17 に つ

い て、ゲ ノ ム 完全長配列の 取得 と解析が行 われた 。 そ の 結果、ゲノ ム は 1．1Mbp程 の 大きさ しか無 く、遺伝

子 の うち約15％ が偽 遺伝 子化 し て お り、Rs−D17 の ゲノ ム は縮小進化過程にあるこ とが示唆 された（Hongoh　et

al．，2008，　PNAS）。

　さらに 16S　rRNA を用いた分子系統学 的解析に よれば、　 Elusimicrobia門細菌と原生生 物の 共生は複数回独立

に生 じたこ とが示唆され て お り、 異なるゲ ノム 縮小進化段階に あ る 可能性が高い （Ohkuma　et　al．，2007 ，　FEMS

M’crobioL　Ecol．）。

　本研 究では、細胞内共生に 伴うゲノム縮小進 化過 程の詳細に迫る ため、τ　agilis以外 の 原 生生物 に細胞 内共

生 している未培養の Etusimicrobia門細菌の ドラ フ トゲ ノム配列を取 得し、　 Rs−D17 の ゲノム との 比較解析を試み

た 。
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